
２ 国内情報 

 
１.地域の概況 
 庄原市は，広島県の北部に位置し中国山地の麓に
広がる農村で、水田地帯です。一般に経営規模は小さ
く、兼業農家が大半を占めています。標高は250ｍ～
300ｍで、年平均気温は13.2℃、年間降水量は1,595ｍ
ｍで冬季の積雪は多くて30センチくらいです。主要作物
は，水稲，畜産（酪農、肉用牛、養豚，採卵鶏）、野菜
（アスパラガス，ホウレンソウ，広島菜，トマトなど）、花
き（菊など）、果樹（梨）ですが，酪農経営は35戸で経産
牛約1,100頭を飼養している、県下でも有数の酪農地
帯です。飼料基盤は水田に頼っており，広島県の地域
農業集団(農業機械の共同利用等）発祥の地でもあり、
集団でのブロックロ－テ－ションなどによる転作田の活
用が進んでいます。（図1） 
 
 
 
２ 高堆肥センタ－の取り組み 
（1）設立の経過 
 庄原市の高地区では昭和53年に４集落で地域営農集団が結成されたのを契機として、現在９地
域営農集団が組織され，農業機械の共同化や転作のブッロクローテーションの実施、オペレータ
ーの出役体制の整備等により、低コスト機械化作業体制が構築され大きな成果を上げています。
 又、地域内の５戸の酪農家で酪農協業組合が組織されており、機械の共同化、飼料生産施設
の共同管理等がされています。 
 しかしながら、何れも高齢化による担い手不足が問題となり、低コスト稲作、農地の有効利用な
どのために、より広域的なエリアでの地域営農づくりをめざし、平成６年４月に、９営農集団と１酪
農協業により高地区営農集団連絡協議会が設立されました。 
 平成９年11月には営農集団連絡協議会が主体になり、5営農集団と小用酪農協業組合により、
「高堆肥センター」が設立され、集団連携，地域営農の広域化が進んでいます。 
 

（内高堆肥センター利用組合 水稲55ha，飼料21ha，野菜2ha）  
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図１ 庄原地区市の農業粗生産額
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写真1 高堆肥センター 

 

 
 

（2）農地利用調整と担い手 
 農家の高齢化や兼業化に伴う労働力の不足等により、耕作の持続が困難な農地が散在してい
ますが、営農集団内の土地利用調整により、営農集団が基幹作業等を請け負うことで耕作放棄
地の増大に歯止めをかけています。 
 また，営農集団と酪農協業組合の連携により、計画的に転作田への飼料作付けが行われてい
ます。堆肥センター作業部は、各営農集団からオペレーターを出し合い登録制にして運営に当た
っており、徐々に営農集団ごとの垣根が低くなってきています。 
 これからは、高齢世帯農家や担い手農家等の役割分担を明確にし、既存の営農集団の枠組み
を広域化し、より一層の農地の集積や農作業受委託を進め、効率的な土地利用調整が必要で
す。 
（現在の作業受託面積：水稲85ha，飼料26ha）  
 

 
（３）堆肥センターの運営 
 【１】堆肥製造計画 

高地区の農家の概況と営農集団の機械装備

（規模別戸数） 
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  乳牛飼育頭数 

  年間処理家畜糞尿 2,000 t 
  年間堆肥生産量  1,500 t  
 
 【２】施設 
  堆 肥 舎 960ｍ２ 原料集積施設 190ｍ２ 
  マニアスプレッター １台 ヘーベーラ １台    他  
 
 【３】作業分担と流れ  

 

 
 写真２  堆肥の切り返し            写真3 稲ワラの収集 

【４】運 営 
 堆肥センタ－の日常の管理は、専任の場長の担当です。畜糞の搬入は酪農家が、堆肥散布は
作業部（各営農集団から選任されたオペレーターによる）が行います。 
 また、稲わらの有効利用、水田の土つくりをねらいとして、コンバインで刈り落とされた、50ヘクタ
ールの稲わら収集をロールベーラーで行ない、天気の良い場合は乾燥稲わらとして、天候によっ
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てはコンバインの後を追ってすぐロールにしラッピングマシンでフィルムを巻いて、ロールベールサ
イレージとして利用しています。その利用は、原則として会員の酪農家ですが，余分の物は域外
にも販売して、堆肥センターの収益に貢献しています。 
 堆肥は、44ヘクタールの水田に，10aあたり 2.6ｍ３～3.9ｍ３の散布を、11月から４月にかけて行
なっており、稲わら収集と堆肥散布を堆肥センターに任せた場合、耕種農家の収支はつぎのとお
りです。 

10a当たり 2.6ｍ３の場合 
 支出 7,000円 － 収入 2,000円 ＝ 5,000円 

10a当たり 3.9ｍ３の場合 
 支出 10,500円 － 収入 2,000円 ＝ 8,500円 

 
４．おわりに 
 堆肥施設は畜産農家だけのものと思いがちですが、地域の資源としての堆肥の有効利用と、そ
れを一つの核とした地域づくりとしての考え方、取り組みが、畜産農家、耕種農家双方にとって利
益となることを実証されているのが、この事例です。 
今後は、堆肥を活用した付加価値の高い農産物を消費者とどう結びつけるかなど，更に、営農集
団とともに発展する堆肥センターとして、期待されています。 


